
4. スケジュール 5. その他

1. 相手校への送付日

2. 参 加 者

3. 交 流 相 手

カード交換

① 両校より学校紹介ビデオのデータ受領

② 都側が作成したカードをデータ化してアメリカ側へ共有

③ アメリカ側から②と同時期にカードを受領し、都側と共有

④ アメリカ側から②で送付したカードへの返信データを受領
し、都側と共有

⑤ 都側から④で受領したカードへの返信データを受領し、
アメリカ側と共有

互いに学校の紹介ビデオを送り合った。アメリカ側の生徒はろう学
校の生徒でも楽しめるように、ビデオに字幕を付けて作成した。

双方の生徒でペアを作り、互いに自己紹介カードを交換した。都側
生徒は、自己紹介と日本のおすすめしたい場所や好きなことなどを
記入した。アメリカ側生徒は自己紹介に加えて、身近にある日本製
のものを3つ探して紹介した。

都側、アメリカ側ともペアの相手に返信することができ、２往復の
カード交換が実現した。今回の動画・カード交換が非常に充実した
ものとなったことから、双方の希望で年度内に再度の動画交換や教
員同士の交流も行われる予定。今後が期待される交流となった。

送付日：2026年１月７日(水)

東京都立中央ろう学校（都側）
高等部１年生 21名

アメリカ合衆国 ミシガン州
Calumet High School
Houghton High School
Hancock High School
Lake Linden-Hubbell High School
Dollar Bay-Tamarack High School
高校１～３年生 31名

←都側生徒が作成したカード

←アメリカ側生徒が
作成したカード

東京都立中央ろう学校
アメリカ合衆国の学校とのカード交換

↑
アメリカ側のテーマの

「日常生活にある日本のもの」
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